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松
浦

越
前
宝
力
丸
の
上
海
・
川
沙
漂
着
に
つ
い
て

越
前
宝
力
丸
の
上
海
・

川
沙
漂
着
に
つ
い
て

松

浦

一
は
じ
め
に

徳
川
幕
府
は
い
わ
ゆ
る
鎖
国
政
策
を
実
施
し
て
、

日
本
人
の
海
外
渡
航
を
禁
止
し
た
。
し
か
し
日
本
近

海
を
渡
航
し
て
い
た
帆
船
が
海
難
事
故
に
遭
遇
し
て
、

し
ば
し
ば
海
外
に
漂
着
し
て
い
る
『
困
難
を
乗
り
越

え
て
帰
国
し
た
外
国
へ
の
漂
着
者
の
中
に
は
外
国
事

情
を
日
本
に
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
徳
川

幕
府
や
各
藩
の
調
査
記
録
と
し
て
残
さ
れ
た
が
、
鎖

国
社
会
に
於
い
て
広
く
公
開
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
江
戸
時
代
に
海
外
へ
漂
流
・
漂
着
し
た
者
の

多
く
は
中
国
大
陸
で
あ
ろ
う
司
本
稿
で
述
べ
る
越
前

の
船
も
中
国
へ
漂
着
し
た
も
の
で
あ
る
。

章

ニ
越
前
宝
力
丸
の
上
海
・
川
沙
漂
着

文
政
十
年
(
道
光
七
年
、
一
八
二
七
)
正
月
三
日

に
長
崎
港
に
中
国
商
船
が
入
港
し
た
。
入
港
順
か
ら

前
年
の
干
支
に
よ
り
成
八
番
船
に
登
録
さ
れ
た
。
こ

の
船
の
船
主
は
沈
締
泉
で
、
財
副
は
鉦
梧
亭
で
あ
っ

た
が
、
両
者
と
も
に
長
崎
に
在
留
中
で
あ
っ
た
吋
同

船
に
は
文
政
九
年
(
道
光
六
、
一
八
二
六
)
九
月
末

に
中
国
へ
漂
着
し
て
い
た
越
前
国
の
九
人
が
乗
船
し

帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
長
崎
奉
行
所
の
調
べ
で
は
帰

国
し
た
の
は
次
の
人
々
で
あ
っ
た
。

善
右
衛
門
(
越
前
国
丹
生
郡
海
浦
、
宝
力
丸
沖

船
頭
)
、
庄
平
(
同
郡
海
浦
、
水
手
)
、
市
平

(
同
郡
海
浦
、
水
手
)
、
孫
左
衛
門
(
同
郡
道

口
浦
、
水
手
)
、
長
三
郎
(
同
郡
道
口
浦
、
水

手
)
、
利
兵
衛
(
同
郡
道
口
浦
、
水
手
)
、
藤

蔵
(
同
郡
道
口
浦
、
水
手
)
、
市
左
衛
門
(
同

郡
道
口
浦
、
水
手
)
、
吉
右
衛
門
(
能
登
国
羽

咋
郡
大
倉
寺
新
村
叶

長
崎
に
帰
国
し
た
際
に
、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
勧
め

に
会
っ
た
か
否
か
等
の
取
り
調
べ
に
関
す
る
記
録
が

長
崎
奉
行
所
の
『
犯
科
帳
』
第
百
四
冊
に
見
え
る
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
帰
国
の
翌
日
、
正
月
四
日
に
「
揚

り
屋
L

へ
遣
わ
さ
れ
、
同
年
九
月
八
日
に
、
越
前
の
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海
浦
の
三
人
は
松
平
越
前
守
家
来
の
嶋
田
九
郎
左
衛
組
人
、
三
本
書
の
異
本
、
四
漂
流
始
末
に
考
察
を
加

門
に
、
同
道
口
浦
の
五
名
は
天
領
の
た
め
庄
屋
長
百
え
て
い
る
(
一

i
一
O
頁
)
。
異
本
に
関
し
て
福
井

姓
に
、
能
登
の
吉
右
衛
門
一
人
は
松
平
加
賀
守
家
来
の
生
駒
正
三
氏
所
蔵
の
「
漂
流
入
異
国
物
語
」
と
題

の
杉
村
杢
平
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
取
ら
れ
て
い
る
吋
彼
す
る
写
本
と
、
丹
生
郡
の
中
島
庄
三
郎
氏
所
蔵
の

等
の
漂
流
に
関
す
る
記
録
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
「
漂
流
記
(
仮
称
)
」
の
存
在
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

-
「
唐
山
漂
流
記
L

(

福
井
県
小
浜
市
立
図
書

4

文
政
十
年
十
月
「
清
国
漂
流
記
」
『
海
浦
船

館
酒
井
家
文
庫
蔵
、
「
八
丈
島
筆
記
」
と
合
本
)
。
員
清
国
漂
流
記
附
・
ロ
シ
ア
漂
流
記
』
南
越
文

同
書
に
「
右
記
録
文
政
十
丁
亥
冬
、
従
福
井
呂
華
来
化
財
研
究
協
議
会
叢
書
第
三
集
、
南
越
文
化
財
研
究

示
、
戊
子
春
正
月
、
偶
爾
謄
写
L

と
あ
り
文
政
十
一
協
議
会
、
一
九
五
八
年
一

O
月
。
本
書
の
「
は
じ
め

年
戊
子
こ
八
二
八
)
正
月
の
書
写
で
あ
り
、
初
期
に
」
に
よ
れ
ば
、
南
越
文
化
財
研
究
協
議
会
に
一
九

の
写
本
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
後
述
の
「
贈
倭
困
難
五
七
年
の
春
に
藤
井
氏
が
提
供
さ
れ
た
写
本
を
斎
藤

民

詩

」

は

記

さ

れ

て

い

る

。

岩

雄

が

解

説

さ

れ

た

も

の

で

あ

る

。

2

文
政
十
年
九
月
「
越
前
船
宝
力
丸
清
国
漂
着

5

文
政
十
年
十
月
「
大
念
寺
新
村
吉
左
右
衛
門

覚
書
き
」
石
井
研
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
江
戸
漂
流
記
唐
国
へ
漂
着
一
件
口
書
」
(
『
加
能
漂
流
誇
L

一
九

総
集
』
第
四
巻
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年
九
月
、
三
八
年
三
月
、
一
九
七
二
年
六
月
復
刻
、
石
川
県
図

所
収
。
「
贈
倭
困
難
民
詩
」
は
見
ら
れ
な
い
。
書
館
協
会
)

0

「
贈
倭
困
難
民
詩
」
は
見
ら
れ
な
い
。

3

文
政
十
年
十
月
「
漂
流
入
報
告
L

『
続
片
聾

6

松
浦
静
山
『
甲
子
夜
話
続
編
』
巻
十
三
所
収

記
』
巻
四
、
『
片
聾
記
・
続
片
聾
記
』
上
、
福
井
県
の
漂
流
記
(
平
凡
社
・
東
洋
文
庫
三
六

O
、
一
九
七

郷
土
叢
書
第
二
集
、
一
九
五
五
年
三
月
、
七
八
六
九
年
八
月
、
二
七
五
1
二
八
五
頁
)
「
贈
倭
困
難
民

l
七
九
七
頁
。
本
書
に
拠
っ
た
も
の
と
し
て
、
石
橋
詩
」
は
見
ら
れ
な
い
。

重
吉
氏
編
『
越
前
国
四
個
浦
南
清
漂
流
記
』
福
井

7

北
俊
太
洋
氏
の
「
遠
く
文
政
年
間
の
事
:
・
遭

県
図
書
館
、
一
九
四
O
年
一
一
月
。
本
書
の
初
め
に
、
難
和
船
の
漂
流
記
越
前
回
個
浦
の
帆
船
l
乗
組
員

は
し
が
き
が
あ
り
、
一
本
書
の
内
容
、
二
商
船
と
乗
十
人
支
那
に
漂
着
し
て
二
十
個
月
日
に
生
還
|
L

(
『
痴
遊
雑
誌
』
第
四
巻
二
号
、
一
九
三
八
年
二

月
)
。
本
書
は
北
保
氏
が
大
正
二
二
年
の
初
夏
に
郷

里
の
四
個
浦
で
調
査
さ
れ
、
宿
浦
の
三
田
村
氏
の

「
古
今
日
誌
」
の
中
の
「
漂
流
入
白
書
」
に
よ
っ
，
て

著
さ
れ
た
も
の
。
本
書
に
は
「
贈
倭
困
難
民
詩
」
は

見
ら
れ
な
い
。

彼
等
が
帰
国
し
た
際
の
記
録
が
『
続
長
崎
実
録
大

成
』
巻
九
、
寸
片
山
八
番
船
ヨ
リ
越
前
国
能
登
国
之
者

送
来
事
」
に
見
え
る
。
そ
れ
に
彼
等
の
漂
流
か
ら
帰

国
ま
で
の
事
情
の
概
略
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

文
政
十
丁
亥
年
、
成
八
番
沈
締
泉
船
ヨ
リ
、
越

前
領
同
国
丹
生
郡
海
浦
ノ
者
三
人
、
同
国
芝
与

一
右
衛
門
御
代
官
所
同
郡
道
口
浦
ノ
者
五
人
、

加
賀
領
能
州
羽
咋
郡
大
念
寺
新
村
ノ
者
壱
人
、

都
合
九
人
送
来
、
此
輩
越
前
海
浦
蓬
莱
屋
庄
右

衛
門
船
七
百
石
積
二
十
二
端
帆
宝
力
丸
ェ
、
同

浦
善
右
衛
門
沖
船
頭
ニ
被
雇
水
主
共
九
人
乗
組
、

松
前
ニ
テ
昆
布
買
請
ノ
為
、
去
ル
戊
三
月
十
五

日
空
船
ニ
テ
海
浦
出
船
、
同
月
二
十
三
日
松
前

着
、
昆
布
五
百
石
ヲ
買
取
船
積
シ
、
同
八
月
二

十
八
日
松
前
出
帆
、
浪
華
ヲ
士
山
シ
ニ
、
同
九
月

八
日
、
何
国
ノ
沖
ト
モ
不
線
、
大
洋
ニ
テ
東
風

強
ク
吹
出
、
海
上
荒
レ
立
、
無
是
非
積
荷
ヲ
投
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ジ
、
橋
ヲ
伐
捨
、
金
昆
羅
神
へ
祈
願
シ
、
流
レ

漂
フ
処
、
同
月
二
十
九
日
晩
、
瀬
方
へ
流
レ
懸

リ
、
既
ニ
危
殆
ニ
及
テ
端
船
ヲ
卸
、
一
同
乗
移

漂
へ
リ
、
時
ニ
唐
国
江
南
省
松
江
府
上
海
豚
ノ

漁
船
壱
般
乗
通
、
救
ヒ
乗
セ
ラ
レ
、
夜
ニ
至
テ

人
家
へ
着
止
宿
ス
、
同
十
月
朔
日
同
所
出
、
松

江
府
ノ
内
川
沙
庁
エ
連
行
、
数
日
所
々
ノ
官
所

へ
川
船
ニ
テ
継
送
ラ
レ
撫
育
ヲ
請
、
同
十
一
月

十
三
日
斯
江
省
乍
浦
着
、
上
陸
シ
テ
在
氏
荷
主

王
宇
安
仕
入
居
へ
差
置
、
日
々
扶
助
ニ
逢
ヒ
、

且
ツ
官
所
ヨ
リ
施
物
有
テ
、
同
月
二
十
九
日
沈

締
泉
ノ
船
ニ
乗
組
、
此
時
ニ
至
テ
薩
州
者
唐
国

漂
到
ノ
事
通
事
唐
人
説
話
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
五

ニ
面
会
ヲ
不
遂
、
同
十
二
月
朔
目
、
通
商
ノ

船
々
都
合
五
綬
共
一
同
乍
浦
致
出
帆
処
、
追
々

類
船
見
失
ヒ
、
締
泉
ノ
船
モ
風
順
悪
ク
、
薩
州

羽
嶋
漂
着
、
嘗
亥
正
月
三
日
、
骨
国
津
量
一
相
船
ス
、

依
之
例
之
通
吟
味
畢
テ
、
同
年
九
月
八
日
、
松

平
越
前
守
家
士
嶋
田
九
郎
左
衛
門
、
松
平
加
賀

守
家
士
杉
村
杢
平
、
芝
奥
一
右
衛
門
御
代
官
所

丹
生
郡
道
口
浦
庄
屋
庄
屋
長
百
姓
等
へ
夫
々
引

渡
被
令
帰
国
、
猶
又
在
唐
荷
主
護
送
船
主
・
財

福
・
介
抱
唐
人
共
エ
ハ
先
規
ノ
通
現
米
被
褒
賜

松
浦

越
前
宝
力
丸
の
上
海
・
川
沙
漂
着
に
つ
い
て

之吋

と
あ
る
。
越
前
の
海
浦
の
蓬
莱
屋
庄
右
衛
門
の
持
ち

船
七

O
O
石
積
み
宝
力
丸
は
松
前
で
昆
布
を
買
う
た

め
、
文
政
九
年
三
月
十
五
日
に
積
み
荷
無
く
海
浦
を

出
帆
し
、
同
二
十
三
日
に
松
前
に
到
着
し
た
。
そ
の

後
松
前
で
も
昆
布
五
百
石
を
購
入
し
、
八
月
二
十
三

日
に
松
前
を
出
帆
し
た
。
そ
の
後
、
大
坂
を
目
指
し

て
日
本
海
を
南
下
し
た
が
、
海
難
に
遭
遇
し
て
漂
流

し
て
い
た
と
こ
ろ
救
済
さ
れ
た
の
が
、
長
江
河
口
付

近
で
あ
り
、
上
海
の
漁
船
に
よ
っ
て
救
助
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

そ
の
後
、
松
江
府
の
川
沙
庁
に
お
い
て
保
護
さ
れ
、

さ
ら
に
斯
江
省
の
乍
浦
に
送
ら
れ
て
、
長
崎
貿
易
に

来
航
し
た
貿
易
船
に
よ
っ
て
長
崎
に
帰
国
し
た
の
で

あ
る
。彼

等
が
乍
浦
か
ら
帰
国
す
る
際
に
、
貿
易
船
に
乗

船
さ
せ
送
還
き
せ
た
中
国
側
の
官
吏
で
あ
る
署
漸
江

巡
撫
の
劉
彬
士
の
道
光
七
年
(
文
政
一

O
、
一
八
二

七
)
正
月
二
十
四
日
付
け
の
奏
摺
に
よ
る
と
、

日
本
国
遭
風
難
夷
庄
右
衛
門
等
九
名
、
漂
収
至

江
蘇
省
松
江
府
属
川
沙
庁
海
口
、
:
・
於
上
年
十

一
月
十
四
日
、
将
該
難
夷
庄
右
衛
門
等
九
名
、

並
随
身
衣
履
、
護
送
至
嘉
輿
府
属
平
湖
町
脚
乍
浦

口
、
照
例
撫
岨
、
賃
屋
妥
為
安
頓
。
:
・
有
官
商

王
宇
安
、
前
往
東
洋
、
競
銅
便
船
、
巳
将
難
夷

庄
右
衛
門
等
九
名
、
付
塔
回
園
、
按
名
護
船
価
、

並
在
途
口
糧
・
塩
・
菜
・
銀
・
米
、
即
於
十
一

月
三
十
日
、
関
行
出
口
塔
情
由
町
、

と
あ
る
。
庄
右
衛
門
等
九
名
は
江
蘇
省
松
江
府
に
属

す
る
川
沙
庁
の
海
岸
に
漂
着
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
漸
江
省
嘉
興
府
平
湖
勝
乍
浦
港
に
送
ら
れ
、
乍

浦
か
ら
日
本
へ
行
く
貿
易
船
、
つ
ま
り
日
本
産
の
銅

を
輸
入
す
る
た
め
長
崎
に
行
く
貿
易
船
の
出
港
ま
で
、

日
本
貿
易
に
関
与
し
た
官
商
王
宇
安
の
配
下
の
建
物

で
安
堵
さ
れ
、
上
記
の
よ
う
に
帰
国
し
た
の
で
あ
っ

た。
川
沙
庁
は
現
在
で
は
上
海
市
に
属
し
て
い
る
。
先

の
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
に
よ
る
と
、
文
政
九
年

(
道
光
六
、
一
八
二
六
)
十
月
初
め
よ
り
十
一
月
上

旬
ま
で
四
十
余
日
に
わ
た
っ
て
松
江
府
川
沙
庁
で
保

護
さ
れ
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
川
沙
庁
で
の
四
十
余
日
間
に
お
い
て
彼
ら
に

は
ど
の
よ
う
な
生
活
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
様
子
を
知
る
記
録
が
彼
ら
の
報
告
か
ら
知
る
こ
と

が
出
来
る
。
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三
川
沙
庁
に
お
け
る
宝
力
丸
乗
組
員

清
代
に
お
い
て
川
沙
庁
は
ど
の
よ
う
な
行
政
地
位

に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
概
略
を
『
清
史

稿
』
巻
五
十
八
、
地
理
志
五
、
江
蘇
省
、
松
江
府
の

川
沙
庁
に
よ
れ
ば
Y

川
抄
庁
は
明
代
に
は
川
沙
俵
一
が

置
か
れ
て
い
た
。
清
代
に
な
り
乾
隆
二
十
四
年
(
宝

暦
九
、
一
七
五
九
)
に
川
沙
海
防
周
知
の
統
治
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
、
つ
い
で
嘉
慶
十
年
(
文
化
二
、

一
八

O
五
)
に
上
海
勝
、
南
隔
睡
眠
肺
の
両
地
の
一
部
を

分
け
て
川
沙
庁
を
設
置
し
た
の
で
あ
る
。
宝
力
丸
の

乗
組
員
が
川
沙
庁
に
漂
着
し
た
の
は
川
沙
庁
が
設
置

さ
れ
て
十
年
足
ら
ず
の
時
期
で
あ
っ
た
。
川
沙
庁
が

設
置
さ
れ
、
そ
の
統
治
の
長
官
は
「
撫
民
間
知
」
と

い
う
名
の
役
職
で
あ
っ
た
。

宝
力
丸
乗
組
員
が
川
沙
庁
で
保
護
さ
れ
て
い
た
時

期
は
道
光
七
年
(
文
政
一

O
、
一
八
二
七
)
で
あ
っ

た
。
光
緒
『
川
沙
庁
志
』
巻
七
、
職
官
の
道
光
年
間

(
一
八
二
一

i
一
八
五

O
)
の
撫
民
同
知
に
就
任
し

た
人
物
の
一
覧
表
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
撫
民
同
知
は

寸
顧
文
光
、
四
川
郡
勝
人
付
貢
、
六
年
署
山
と
あ
る

顧
文
光
が
そ
の
任
に
就
い
て
い
た
。

福
井
藩
の
山
崎
七
郎
右
衛
門
英
常
に
よ
る
『
続
片

聾
記
L

四
、
文
政
十
年
(
道
光
七
、
一
八
二
七
)
九

月
の
条
に
よ
れ
ば
、

同
(
九
月
)
漂
流
人
受
取
人
長
崎
へ
着
、
同
八

日
漂
流
人
引
渡
、
同
十
四
日
長
崎
表
出
立
吋

と
あ
り
、
続
い
て
十
月
の
条
に
、

同
(
十
月
)
十
九
日
漂
流
人
受
取
人
帰
着
句

と
あ
っ
て
、
長
崎
よ
り
福
井
ま
で
一
カ
月
余
り
で
帰

国
し
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
づ
い
て
「
漂
流
入
報
告
」

が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、

川
河
鹿
と
申
所
に
而
殿
様
の
名
は
川
河
撫
民
府

顧
大
老
爺
と
書
而
見
せ
ら
れ
可

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
川
河
廃
は
川
沙
腐
の
誤
写
で

あ
る
が
、
同
地
で
殿
様
と
見
ら
れ
た
顧
大
老
爺
と
は

上
記
の
顧
文
光
そ
の
人
で
あ
る
こ
と
は
歴
然
で
あ
ろ

、「ノ
川
沙
庁
で
保
護
さ
れ
、
後
に
日
本
へ
の
貿
易
船
が

出
港
す
る
斯
江
省
の
乍
浦
に
送
ら
れ
帰
国
す
る
が
、

川
沙
庁
を
出
発
す
る
際
に
、
漂
流
民
は
顧
文
光
等
か

ら
漢
詩
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
『
続
片
聾
記
』

に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

贈
倭
困
難
民
詩

此
本
名
詩
為
爾
門
被
難
到
川
沙
所
作
、
爾
門
牟

回
日
本
送
、
国
王
看
有
賞
爾
門
。
日
本
国
航
海

商
民
、
遭
風
漂
失
、
到
我
大
清
国
江
南
松
江
府

川
沙
庁
撫
民
庁
境
内
、
得
漁
船
相
救
、
至
城
中
、

奥
之
通
語
、
彼
此
不
解
、
幸
番
夷
中
有
名
市
平

者
、
梢
知
書
潟
、
始
悉
伊
等
、
於
大
清
道
光
六

年
九
月
九
日
、
装
載
昆
布
貨
、
由
日
本
国
出
海
、

至
大
坂
地
方
鎖
佳
円
在
船
共
十
人
、
皆
住
越
前

嶋
、
適
遇
大
風
被
漂
流
、
幾
昼
夜
、
至
二
十
八

日
、
船
破
裂
、
一
人
名
永
助
者
、
己
溺
海
中
、

此
外
九
人
乗
小
舟
、
随
風
逐
浪
、
至
三
十
日
、

遇
救
得
生
、
余
職
任
地
方
、
勉
加
撫
岨
、
安
頓

棲
宿
、
賦
詩
紀
事
哨

と
の
前
文
が
あ
り
、
こ
の
中
で
越
前
の
者
た
ち
が
漂

流
し
た
経
緯
並
び
に
乗
組
員
の
一
人
永
助
が
溺
死
し

た
事
情
と
彼
等
が
川
沙
庁
で
救
済
さ
れ
た
理
由
を
述

べ
て
い
る
。
そ
の
後
、
中
国
側
の
五
人
か
ら
漂
流
民

に
送
ら
れ
た
漢
詩
が
記
さ
れ
て
い
る
。

川

沙

撫

民

府

顧

文

光

蕃
舶
乗
風
碧
海
頭
、
凌
波
宣
計
怒
潜
州
町
、
二
一
秋

爽
績
来
中
土
、
高
里
郷
心
憶
故
曾
、
逐
利
幾
忘

身
是
我
、
重
生
応
以
喜
消
憂
、
何
如
揮
三
山
去
、

砂
砂
鳩
山
虚
不
繋
舟
。

川

沙

典

吏

金

山

勝

人

李

梼

倭
人
渉
海
為
蝿
頭
、
小
舶
健
沈
遇
怒
州
町
、
二
一
百

年
前
犯
我
土
、
数
千
里
外
救
夷
曾
、
故
郷
自
有
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傷
心
働
、
異
地
応
無
拐
腹
憂
、
記
取
聖
朝
恩
莫

大
、
懐
柔
替
爾
覚
続
舟
。

徽

州

府

績

渓

勝

人

胡

志

堅

裸
衣
赤
足
更
躍
進
頭
、
悲
述
番
橋
付
海
制
問
、
小
島

臆
零
徐
断
梗
、
長
官
撫
悩
慰
残
舎
、
江
南
木
落

秋
同
感
、
天
際
心
懸
我
共
憂
、
寓
八
千
程
登
彼

岸
、
慈
雲
阿
護
送
騎
舟
。

予
僑
居
海
上
二
十
八
年
屈
指
十
八
寒
暑

未
帰
故
里
。

松

江

府

南

匿

豚

厚

生

美

佑

昌

高
千
里
外
唱
刀
頭
、
回
首
沼
沼
驚
碧
糾
、
隠
泊

轄
欣
来
上
園
、
別
離
難
望
見
郷
曾
、
略
知
文
字

能
通
語
、
一
様
肝
腸
応
結
憂
、
撫
岨
幸
逢
賢
宰

執
、
為
蕎
衣
食
覚
鋳
舟
。

松
江
府
南
医
師
脚
庫
生
顧
心
輿

送
爾
言
旋
天
際
頭
、
布
帆
無
差
臥
蚊
削
町
、
仙
山

緩
紗
由
今
路
、
蓬
嶋
栖
遅
憶
奮
曾
、
晃
監
旋
施

曾
有
詔
、
喬
公
保
障
靖
無
憂
、
比
来
小
住
恩
寛

大
、
帝
徳
東
軍
載
満
舟
。

喬
公
名
木
、
前
明
嘉
靖
時
名
医
、
築
川

沙
城
、
禦
倭
有
功
吋

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
は
ま
た
豊
前
の
儒
者
伊
藤
松

の
『
隣
交
微
量
目
』
三
編
巻
二
、
詩
文
部
、
清
の
箇
所

松
浦

越
前
宝
力
丸
の
上
海
・
川
沙
漂
着
に
つ
い
て に

「
贈
日
本
漂
民
詩
井
序
」
顧
文
光
、
川
沙
撫
民
府

を
初
め
と
し
て
上
記
の
五
名
の
詩
文
が
掲
載
さ
れ
て

いマ令吋

っ
た
。越

前
の
漂
流
者
等
が
川
沙
庁
を
出
発
し
て
乍
浦
に

向
か
う
際
に
、
川
沙
庁
の
人
々
か
ら
送
ら
れ
た
漢
詩

は
、
中
国
側
の
資
料
か
ら
顧
文
光
、
李
梼
、
美
佑
昌
、

顧
心
奥
の
四
人
は
当
時
川
沙
庁
に
関
係
す
る
人
物
で

あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

こ
の
漢
詩
を
漂
流
人
に
送
っ
た
顧
文
光
、
李
梼
、

胡
志
堅
、
美
佑
回
目
、
雇
心
血
ハ
等
の
う
ち
顧
文
光
の
名

は
既
に
撫
民
同
知
と
し
て
そ
の
在
任
が
明
ら
か
と
な

っ
た
が
、
他
の
人
々
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。
光
緒
『
川
沙
庁
志
』
叙
録
に
よ
れ
ば
、
道
光
四
小
結

十
六
年
(
一
八
三
六
)
の
条
に
よ
る
と
、
中
国
の
道
光
六
年
(
文
政
九
、
一
八
二
六
)
に
現

顧
心
血
〈
厚
生
、
美
佑
昌
厚
生
、
李
梼
在
の
上
海
市
に
位
置
す
る
東
シ
ナ
海
に
面
し
た
川
沙

典

吏

に

漂

着

し

た

越

前

国

丹

羽

郡

、

能

登

国

羽

咋

郡

の

と
あ
る
よ
う
に
、
顧
心
奥
、
美
佑
昌
、
李
梼
の
三
名
人
々
は
、
設
置
間
も
な
い
川
沙
庁
で
多
く
の
人
々
か

の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
『
川
沙
庁
志
』
巻
ら
厚
遇
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
具
体
的
証
拠

十
、
人
物
志
、
統
伝
、
国
朝
に
よ
れ
ば
、
が
川
沙
庁
に
関
係
し
た
人
々
か
ら
贈
ら
れ
た
「
贈
倭

顧
心
奥
号
鶏
巌
、
錦
江
子
、
諸
生
。
宿
学
能
困
難
民
詩
し
で
あ
る
。
他
の
漂
流
記
に
は
見
ら
れ
な

文
、
為
一
郷
之
望
。
道
光
三
年
、
歳
耀
勧
賑
不
い
中
国
側
の
関
係
者
の
名
が
複
数
で
知
ら
れ
る
こ
と

敷
、
出
己
資
、
一
一
義
成
善
挙
、
同
知
熊
伝
栗
額
、
で
あ
る
。
し
か
も
全
員
の
氏
名
で
は
な
い
が
、
五
名

以
楽
善
急
、
公
子
有
庸
、
善
属
文
、
有
廉
監
生
、
中
四
名
の
姓
名
で
は
あ
っ
た
が
中
国
側
の
記
録
に
よ

孫

徳

裕

郡

厚

生

。

っ

て

関

係

者

の

存

在

が

確

認

で

き

た

こ

と

で

あ

る

。

と
あ
る
。
顧
心
奥
は
学
問
に
通
じ
郷
里
の
希
望
の
星
こ
の
こ
と
も
、
中
国
へ
の
日
本
人
漂
流
者
の
記
録
に

の
如
く
思
わ
れ
て
い
た
。
道
光
三
年
(
文
政
六
、
一
は
見
る
こ
と
が
稀
な
例
で
あ
る
。

八
二
三
)
の
飢
鐘
に
際
し
て
自
己
の
資
産
を
拠
出
し

て
救
済
し
た
。
名
望
家
と
し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
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註
]

ω
荒
川
秀
俊
編
『
日
本
漂
流
漂
着
史
料
』
地
人
書
館
、

一
九
六
二
年
三
月
。
石
井
研
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
江
戸

漂
流
記
総
集
』
全
六
巻
、
日
本
評
論
社
、
一
九
九
二
年

四
月
l
一
九
九
三
年
七
月
。

ω
相
田
洋
「
近
世
漂
流
民
と
中
国
L

『
福
岡
教
育
大
学

紀
要
』
第
=
二
巻
第
二
分
冊
、
一
九
八
二
年
二
月
。

ω
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
巻
九
、
「
戊
八
番
船
ヨ
リ
越

前
国
能
登
国
之
者
送
来
事
L

長
崎
文
献
社
、
一
九
七
四

年
一
一
月
、
二
八
八
頁
。

川間

ω
『
犯
科
帳
』
第
七
巻
、
長
崎
・
犯
科
帳
刊
行
会
、

一
九
六
O
年
二
月
、
三
七
八
j

三
七
九
頁
ロ

山
間
『
続
長
崎
実
録
大
成
』
二
八
八
頁
。

的
『
清
道
光
朝
外
交
史
料
』
一
一
「
署
漸
江
巡
撫
劉
彬
土

奏
報
江
蘇
送
来
到
之
日
本
国
道
風
難
夷
搭
船
田
国
日
期

摺
L

。
『
明
清
史
料
』
庚
編
第
八
本
、
八
丁
、
寸
兵
部

「
為
内
閣
抄
出
淑
江
巡
撫
劉
彬
土
奏
」
移
曾
L

O

川
間
『
清
史
稿
』
第
八
冊
、
中
華
書
局
、
一
九
七
六
年
七

月
、
一
九
九
四
l

一
九
九
五
頁
。

ω
光
緒
五
年
刊
『
川
沙
庁
志
』
中
国
方
志
叢
書
・
華
中

地
方
第
一
七
四
号
三
七
八
頁
。

川
川
『
片
聾
記
・
続
片
聾
記
』
上
、
福
井
県
郷
土
叢
書
第

二
集
、
一
九
五
五
年
三
月
、
七
八
六
頁
。

ω
同
書
、
七
九
六
頁
。

仰
向
書
、
七
九
一
頁
。

ω
同
書
、
七
九
六
1

七
九
七
頁
。

ω
同
書
、
七
九
七
頁
。

ω
伊
藤
松
『
隣
交
微
量
閏
』
(
天
保
十
一
、
一
八
四
O
)

刊
、
影
印
本
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
八
月
、
四

七
六
j
四
九
九
頁
。

(
ま
つ
う
ら

あ
き
ら
)
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